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福井西武

お堀周辺の道、歩道が狭く、歩きや
すい雰囲気をつくる必要あり

交通結節点としての機能充実

駅から城址に向かう重要な動線
として、緑の雰囲気が連なり、
歩きたくなる道づくりが必要商業ゾーン

へ向かう軸

アップルロードの
さらなる活用

城址から片町方面
への動線の確保

動線の結節点であり、城址の入り口とし
ての魅力化が必要

路上駐車場の撤去、
歩きやすい道づくりが課題

シンボル軸の緑が不十分、木陰が少なく
歩きたい雰囲気ではない

動線が集まる結節点としての魅力化

歴史資源をつなぐ動線が視覚的に不連続
（舗装、駐車場等によるまち並みの不連続、サインの不足）

お堀一周を心地よく
回れる動線の確保

シンボル軸の緑が不十分

動線の結節点、城址へ視点場として
人が立ち寄れる機能が必要

福井駅周辺、城址周辺のにおける
主要な動線・軸線の形成に関する課題
福井駅周辺、城址周辺のにおける
まち並み、空間デザインの課題

まちなかから中央公園、お堀を感じられる
ような、緑や視覚的なつながりが弱い

お堀の水と周辺街区とのデザイン
的な関係づけが必要

虫食い状の空地に対する
対策が必要

動線の結節点、城址へ視点場として
人が立ち寄れる機能が必要

中央大通りの良好なビスタ景を創出

東口の顔となるえちぜん鉄道、新幹
線の駅舎デザインが必要

福井の顔となる、人のための
駅前広場の再設計

賑わいが見え、広場と一体とな
る西口再開発ビルのデザイン

城址へのビューの確保

駅から顔として見えるに相応しい
デザインとする必要あり

空き店舗や空き地の増加、
活用策の検討が必要 アップルロードのさらなる活用

賑わいづくりに貢献できる新幹線・え
ちぜん鉄道高架下の活用が課題

城址への視点場として重要なポイント

県庁移転、市役所移転を踏まえた、城址、
中央公園を一体とした公園化

堀や御座所の遺構の活用、市民が集まり憩う、
より使いやすい公園とする必要あり

城址、お堀、中央公園の一体感を土盛り、
路上駐車場が阻害

バス停、電停、街灯等、ストリートファ
ニチャーのデザインに統一感がない

虫食い状の駐車場の増加による
浜町のまち並みの不連続

城址の広がりを守り、まち並みとして
整った周辺のスカイライン形成が必要
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